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Ｊ
Ａ
の
中
野
正
治
常
務
は
「
鹿
児
島
全

共
に
向
け
、『
き
も
つ
き
牛
』
の
レ
ベ
ル

が
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
品

評
会
だ
っ
た
。
今
後
、
更
な
る
品
質
向
上

を
期
待
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
12
月
５
日
、

北
海
道
富
良
野
緑
峰
高
校
農
業
特
別
専
攻

科
の
生
徒
７
名
の
視
察
を
受
け
入
れ
ま
し

た
。

　

視
察
に
訪
れ
た
生
徒
は
19
歳
か
ら
40
歳

の
就
農
予
定
者
。
同
校
は
高
校
卒
業
者
を

対
象
に
「
農
業
特
別
専
攻
科
」
を
設
置
。

農
業
後
継
者
の
育
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
ら
は
、
同
Ｊ
Ａ
の
農
畜
産
物
直
売

所
「
ど
っ
菜
市
場
」
で
下
小
野
田
寛
組
合

長
か
ら
Ｊ
Ａ
管
内
の
情
勢
報
告
を
受
け
、

東
串
良
ピ
ー
マ
ン
選
果
場
を
視
察
。
選
果

場
で
働
く
外
国
人
労
働
従
事
者
の
作
業
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

視
察
に
参
加
し
た
生
徒
は
「
北
海
道
と

は
違
う
環
境
を
興
味
深
く
見
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
で
学
ん

だ
事
を
今
後
の
営
農
に
活
か
し
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

錦
江
畜
産
振
興
会
、
錦
江
町
、
Ｊ
Ａ
鹿

児
島
き
も
つ
き
は
12
月
７
日
、
南
大
隅
町

の
花
ノ
木
家
畜
審
査
場
で
「『
畜
産
業
』

を
学
ぶ
会
」
を
開
き
、
錦
江
町
内
２
校
の

中
学
３
年
生
約
51
名
を
招
き
ま
し
た
。

　

会
は
、
受
験
や
進
路
選
択
を
控
え
た

学
生
ら
に
、
同
町
の
主
要
産
業
で
あ
る

畜
産
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

２
０
１
８
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
12
月
２
日
、

肝
属
中
央
家
畜
市
場
で
第
87
回
肉
牛
品
評

会
を
開
き
ま
し
た
。
雌
牛
の
部
で
㈱
出
水

畜
産
（
鹿
屋
市
）
の
「
ま
な
」
号
、
去
勢

牛
の
部
で
㈲
う
し
の
中
山（
同
市
）の「
誠

司
16
」号
、経
産
牛
の
部
で
㈱
ひ
ご
フ
ァ
ー

ム
（
同
市
）
の
「
た
く
１
０
３
」
号
が
そ

れ
ぞ
れ
最
優
秀
１
席
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
品
評
会
は
毎
年
７
月
と
12
月
、
成
牛

せ
り
市
と
同
時
に
開
か
れ
、
地
元
で
肥
育

さ
れ
た
肉
牛
を
「
肉
牛
と
し
て
の
体
型
」

や
「
発
育
状
況
」「
肉
付
き
の
良
さ
」
な

ど
の
項
目
で
審
査
し
ま
す
。
今
回
は
Ｊ
Ａ

管
内
の
生
産
者
14
名
が
23
頭
を
出
品
し
ま

し
た
。

「まな」号

「誠司 16」号

情勢報告を受ける生徒ら

真剣な表情で説明を受ける生徒ら

「たく 103」号

きもつきNEWS
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大
隅
地
区
の
４
Ｊ
Ａ
を
中
心
に
構
成
す

る
「
大
隅
ご
ぼ
う
団
地
管
理
組
合
」
は
12

月
９
日
、
志
布
志
市
の
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経

済
連
大
隅
野
菜
事
業
所
で
新
ゴ
ボ
ウ
の
初

荷
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
に
は
生
産
者
や
関
係
者
ら
約
１
０
０

名
が
集
い
、
４
Ｊ
Ａ
の
組
合
長
ら
10
名
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
、
初
荷
出
荷
を
祝
い
ま

し
た
。

　

香
り
高
く
、軟
ら
か
い
新
ゴ
ボ
ウ
は「
か

ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
の
産
地
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。
春
を
呼
ぶ
食
材
と
し
て
年
々

需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
全
国
の
消
費
地

に
向
け
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
産
は
播
種
後
の
高
温
乾
燥

や
生
育
初
期
の
低
温
の
影
響
で
生
育
が
遅

れ
た
も
の
の
、
病
害
虫
の
発
生
が
少
な
く
、

順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
。

　

今
期
は
４
Ｊ
Ａ
の
生
産
者
85
名
が
面
積

69
・
４
㌶
を
栽
培
し
、
前
期
比
33
％
増
の

５
５
０
・
１
㌧
と
過
去
最
多
の
出
荷
を
計

画
。
県
内
シ
ェ
ア
の
約
６
割
を
占
め
、
販

売
額
は
約
３
億
１
８
８
４
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
12
月
13
日
、

Ｊ
Ａ
の
焼
き
そ
ば
同
好
会
が
、
Ｊ
Ａ
の
イ

ベ
ン
ト
で
得
た
収
益
金
を
鹿
屋
市
の
児
童

養
護
施
設「
大
隅
学
舎
」に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
Ｊ
Ａ
が
12
月
中
旬
に
農
畜
産

物
直
売
所
「
ど
っ
菜
市
場
」（
鹿
屋
市
）

で
開
い
た「
大
感
謝
祭
」で
の
収
益
金
。「
施

設
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
で
飲
ん
で

ほ
し
い
」
と
ジ
ュ
ー
ス
を
合
わ
せ
て
Ｊ
Ａ

の
下
小
野
田
寛
組
合
長
が
藤
井
光
晴
施
設

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

寄
付
な
ど
を
受
取
っ
た
藤
井
施
設
長
は

「
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
増
え
る
。
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」
と
喜
び
ま
し
た
。

　

同
好
会
は
、
昨
年
６
月
に
他
界
し
た
同

Ｊ
Ａ
総
合
営
業
部
の
大
津
昭
人
部
長
が
Ｊ

Ａ
の
職
員
ら
に
声
を
か
け
約
５
年
前
に
結

成
。
現
在
は
大
津
部
長
の
意
思
を
引
き
継

い
だ
夫
人
、
大
津
み
ど
り
さ
ん
と
職
員
が

協
力
し
て
Ｊ
Ａ
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出
店

し
、
管
内
産
の
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
ソ
ー
ス

焼
き
そ
ば
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
は
「
今
後
も
地
域

貢
献
活
動
と
し
て
『
大
津
焼
き
そ
ば
』
を

継
承
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
と
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
、
株

式
会
社
お
お
す
み
観
光
未
来
会
議
は
12
月

18
日
、
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
「
ど
っ
菜
市
場
」

敷
地
内
で
、
鹿
屋
・
大
隅
と
福
岡
を
結
ぶ

初
の
直
通
高
速
乗
合
バ
ス
「
ハ
ー
ト
ラ
イ

ナ
ー
」
を
出
迎
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま

し
た
。
福
岡
発
第
１
便
の
乗
客
へ
、
鹿
屋

市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ね
ら
い
。

　
「
ハ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
」
は
株
式
会
社
森

山
が
運
行
す
る
高
速
バ
ス
で
、
ピ
ン
ク
の

車
体
と
白
い
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
が
特
長
。
糸

島
市
の
Ｊ
Ｒ
糸
島
高
校
を
出
発
し
、
福
岡

市
の
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
博
多
な
ど
を
経
由
。

都
城
市
の
Ｊ
Ｒ
西
都
城
駅
、
大
崎
町
の
道

の
駅
「
野
方
あ
ら
さ
の
」
で
停
車
し
て
、

　

町
と
Ｊ
Ａ
は
、
生
徒
ら
に
育
成
牛
の
管

理
方
法
、
良
い
牛
の
見
分
け
方
、
子
牛
検

査
の
一
連
の
流
れ
な
ど
を
説
明
。
代
表
の

生
徒
が
、
鼻
紋
の
採
取
や
耳
標
の
装
着
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

会
に
は
、
町
内
の
若
い
畜
産
農
家
ら
が

同
席
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
地
元
産
の
牛
・

豚
・
鶏
肉
を
味
わ
い
な
が
ら
畜
産
の
仕
事

に
つ
い
て
語
り
、
学
生
ら
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
実
際
に
牛
を
見
て

触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
畜
産

に
つ
い
て
の
説
明
も
分
か
り
や
す
く
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

選果される新ゴボウの様子

寄付金等を藤井施設長㊨に
手渡す下小野田組合長㊧

テープカットする関係者ら

きもつきNEWS
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て
来
た
の
で
楽
し
ん
で
帰
り
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

　
「
ハ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
」
の
予
約
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ス
予
約
サ
イ
ト
「BU

S
N
O
RU.jp

」
な
ど
で
受
付
ま
す
。
運
行
状

況
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
状
況
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
「BU

SN
O
RU.jp

」

で
ご
確
認
下
さ
い
。　

　

11
月
28
日
に
薩
摩
川
内
市
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
令
和
３
年
度
鹿
児
島

県
茶
業
振
興
大
会
「
か
ご
し
ま
お
茶
ま
つ

り
ｉ
ｎ
薩
摩
川
内
」
で
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も

つ
き
管
内
の
お
茶
生
産
者
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

普
通
煎
茶
の
部
１
０
０
点
、
深
蒸
し
煎

茶
の
部
１
０
２
点
が
出
品
。
深
蒸
し
煎
茶

の
部
で
は
１
等
１
席「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

を
田
原
製
茶
工
場　

田
原
美
和
子
さ
ん

（
鹿
屋
市
）、
１
等
３
席
「
鹿
児
島
県
知
事

賞
」を
吉
田
製
茶（
同
市
）、１
等
７
席「
鹿

児
島
県
茶
生
産
協
会
会
長
賞
」
を
吉
元
製

茶
吉
元
義
雄
さ
ん（
同
市
）、１
等
８
席「
鹿

児
島
県
茶
商
業
組
合
理
事
長
賞
」
を
吉
田

製
茶
吉
田
稔
さ
ん
（
同
市
）、
産
地
賞
を

鹿
屋
市
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
鹿
児
島
県
茶
業
功
労
表
彰

者
に
は
、
鹿
屋
市
よ
り
有
島
敏
郎
さ
ん
、

安
藤
和
文
さ
ん
の
２
名
が
選
ば
れ
、
こ
れ

ま
で
の
功
績
を
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

約
６
時
間
で
「
ど
っ
菜
市
場
」
に
到
着
し

ま
す
。

　

同
路
線
は
、
初
の
直
行
路
線
と
し
て
帰

省
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
客
の
利
便
性
の

向
上
な
ど
交
流
人
口
の
増
加
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
運
行
開
始
を
予
定
し
て
い

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
を
受
け
、
運
行
開
始
を
見
送
っ
て
い
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
バ
ス
を
降
り
る
乗
客

を
関
係
者
と
Ｊ
Ａ
や
鹿
屋
市
の
マ
ス
コ
ッ

ト
が
出
迎
え
、
同
市
の
花
「
バ
ラ
」
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
や
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
な
ど
で

も
て
な
し
ま
し
た
。

　

乗
客
は
「
バ
ス
は
快
適
で
、
と
て
も
乗

り
心
地
が
良
か
っ
た
。
鹿
屋
市
に
は
初
め

新成人３名を祝う役員ら

　

当
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
職
員
組
合
は
、
成
人

を
迎
え
た
職
員
３
名
を
祝
い
、
記
念
品

を
お
く
り
ま
し
た
。

　

成
人
を
迎
え
た
の
は
本
所
肉
牛
課
の

立
迫
光
平
さ
ん
、
ど
っ
菜
市
場
の
伊
藤

歩
夢
さ
ん
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
畜
産
課
小

磯
賢
大
さ
ん
。

　

昨
年
に
続
き
、
祝
賀
会
の
開
催
を
自

粛
。
本
所
役
職
員
ら
の
朝
礼
で
３
名
の

新
成
人
を
祝
い
ま
し
た
。

ハートライナーを出迎える関係者ら

受賞を喜ぶ生産者ら

きもつきNEWS
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「家の光」のお問い合わせは、お近くのＪＡ窓口　または  ＪＡ本所  広報課  TEL 0994-42-0096まで

Ｊ
Ａ
女
性
部
・
高
齢
者
助
け
合
い
組
織
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

広
報
課　

０
９
９
４ 

― 

４
２ 

― 

０
０
９
６
ま
で

ＪＡ職員が「家の光」を読んで、
　　　　　　　 　気になる記事をご紹介！

　

い
き
い
き
部
会
鹿
屋
支
部
は
１
月
、
古
江
・
浜

田
・
古
里
の
３
地
区
で
お
じ
ゃ
ん
せ
（
ミ
ニ
デ
イ
）

を
開
き
、
計
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
カ
ル
タ
と
ト
ラ
ン
プ
で
真
剣
勝
負
！

ト
ラ
ン
プ
は
「
バ
バ
抜
き
」、
カ
ル
タ
は
「
鹿
児

島
弁
カ
ル
タ
」を
使
い
、参
加
者
は
大
盛
り
上
が
り
。

　

１
位
か
ら
３
位
に
な
っ
た
方
へ
は
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
茶
葉
の

中
か
ら
１
つ
好
き
な
物
を
選
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

入
賞
し
た
参
加
者
に
は
「
今
日
来
て
て
良
か
っ

た
ぁ
！
」
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
は
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
と
「
マ
カ
ロ
ニ
サ

ラ
ダ
」
で
し
た
。
今
回
は
新
年
最
初
で
し
た
の

で
、
久
々
に
皆
さ
ん
一
緒
の
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。

「
や
っ
ぱ
り
皆
で
食
べ
る
と
お
い
し
い
ね
」「
元
気

な
顔
を
見
れ
て
良
か
っ
た
」
と
大
好
評
で
し
た
。

本所
燃料⾃動⾞課 課⻑

中島 由⼀さん

２月号定価　   6,29円（税込）
定期購読　　 9,411円（税込）
※９月号開始～翌年８月号まで

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
高
山
支
部
は
12
月
20
日
、

新
富
地
区
公
民
館
で
「
き
☆
ら
☆
ら
教
室
」

を
開
き
、
部
員
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
「
家
の
光
」
を
使
っ
た
料
理

教
室
。
３
班
に
分
か
れ
て「
よ
だ
れ
鶏
」「
ブ

リ
と
野
菜
の
焼
き
び
た
し
」「
根
菜
ポ
ン

酢
混
ぜ
ご
飯
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
工
夫
し
な
が
ら
で
き

た
料
理
は
ど
れ
も
美
味
し
か
っ
た
の
で

す
が
中
で
も
、「
こ
の
タ
レ
美
味
し
い
ね
。

家
で
も
作
っ
て
み
よ
う
」
と
「
よ
だ
れ
鶏
」

の
タ
レ
が
特
に
好
評
で
し
た
。

古江地区 よだれ鶏を作る女性部員

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）
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【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

〈ＪＡ畜産部から〉
　１月子牛せり市につい
ては、新型コロナウイル
ス感染の再拡大を受け、
全国各地でまん延防止等
重点対策措置が再検討さ
れている中での開催とな
りましたが、生産基盤拡
大加速化事業を活用した
繁殖雌牛の導入も落ち着
いたことから、平均価格
は 740,938 円（ 税 込 ）
と前月比▲ 4,317 円と
なりました。

　県内各地において、新
型コロナウイルス感染が
再拡大しております。こ
まめに手洗いうがいを心
がけ、日々の飼養管理に
努めましょう。

１月分 畜産情報
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氏　

名

年　齢

歳

住　

所

最寄りのＪＡ

支所

電話番号 ー　　　　　－

今月号の気になった記事（感想）

〈 必ずお書きください 〉
①氏名、②年齢、③住所、④最寄りのＪＡ、⑤電話番号、
⑥記事の感想
〈 締め切りについて 〉
　地域によって、本誌がお手元に届く日が異なるため、応
募締め切り日は設けておりません。次号が届くまでを目安
にご応募ください。

タテのカギ
①　 力士が頭のてっぺんに結い
ます

③　ベッドルームともいいます
⑥　南へと吹き抜けていきます
⑧　父はロバ、母はウマ
⑨　 青→黄→赤と変わるものを
よく見かけます

⑪　宍道湖の名産である二枚貝
⑬　水瓶座と牡羊座の間
⑮　 訴えや申請などが退けられ
ること

⑰　 ＿＿かまぼこ、＿＿団子、
＿＿笛

⑱　鉄道のレールの下に並べます
⑳　 テレビの＿＿の録画を予約
した

㉑　魚へんに師と書く出世魚

ヨコのカギ
①　 節分の日に丸かじりする地
方もあります

②　歯がある履物
③　 世界遺産には文化遺産や＿
＿遺産があります

④　 ほっそりした指の例えに使
われる魚

⑤　 酸っぱいものを見ると湧きます
⑦　 特定のヤギの毛を使った高
級な毛織物

⑩　受験生が勝ち取りたいもの
⑫　 江戸幕府の旗本、御家人の総称
⑭　 ＿＿頭をたたいてみれば文
明開化の音がする

⑯　酒のお供です
⑰　 年齢を尋ねられたので＿＿
を読んで答えちゃった

⑲　愛を英語でいうと

クロスワードパズルの答え（2022 年２月号）

解 答

63円切手を貼って郵送するか、
　　　　　切手を貼らずにＪＡ支所窓口へご持参ください。

● 表紙のイチゴ、おいしそう！若い人
が農作物を作って下さることに感
謝！　　　　　　　（東串良・81歳）
〇 他の方からも「ご夫婦で美味しいイ
チゴを作ってね！」「とてもいい表
情ですね！」などのお便りをいただ
きました。これからもご夫婦仲良く美味しいイチゴを作って
いって欲しいですね♪

● 東串良のピーマン・キュウリの初荷出発式での、ピーマンカッ
プで乾杯はいいアイデアですね。ほのぼのです。（高山・78歳）
〇 食べられるカップは本当に良いアイデアですよね！料理に応
用しても、彩りが良くていいかもしれませんね♪

ク レ ア マ ト ウ

タ イ ヒ ト ナ リ

ニ バ ネ カ ネ

ジ チ ン サ イ

ナ ヤ ガ ラ ダ

マ ン キ ミ カ ン

エ プ ロ ン ゼ ロ

11　2022.2 みのり



鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

　
　

広
報
誌「
み
の
り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

63円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

✂

✂

❶ 
❷ ❶ 
❸ 

❹ 

　２月は受験シーズン真っ只中。人それぞれ色々なゲン担

ぎがあると思います。「豚カツを食べて勝つ」「先を見通せ

るレンコンを食べる」「タコは置くとパス」など聞いた事

がある方もいらっしゃるのではないでしょうか。

　当ＪＡ管内の農畜産物でいうと、「豚カツ」もそうです

が何といっても強風が吹いても実が落ちないことから「落

ちない果実」と言われる「辺塚だいだい」！

　「落ちない果実」辺塚だいだいを使ったお菓子やジュー

スで受験生を応援するのも良いかもしれませんね♪

１．令和４年度事業計画骨子（案）について
２．令和４年度事業計画（案）について
３．令和４年度固定資産取得計画（案）について
４．令和３年度債権直接償却について

　１月26日に第 11回理事会を開き、
以下の議案について話し合いました。

　

 

佐
多
地
区
で
㈲
拓
大
フ
ァ
ー
ム
を

経
営
す
る
川
原
さ
ん
は
就
農
し
て
16
年

目
。
母
・
敬
子
さ
ん
、
弟
・
悠
輔
さ
ん
、

良
介
さ
ん
の
家
族
４
人
で
母
牛
２
７
０

頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　
「
小
さ
い
頃
に
も
こ
う
や
っ
て
Ｊ
Ａ

広
報
誌
の
表
紙
に
写
っ
た
事
が
あ
る
ん

で
す
よ
」と
語
る
川
原
さ
ん
。
亡
く
な
っ

た
父
・
拓
郎
さ
ん
の
元
に
あ
っ
た
広
報

誌
（
１
９
９
４
年
７
月
の
当
Ｊ
Ａ
広
報

誌
）
の
事
を
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
「
父
が
亡
く
な
っ
た
時
、
同
じ
畜
産

農
家
の
人
々
に
知
恵
を
も
ら
っ
た
り
し

て
と
て
も
助
け
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
畜

産
を
志
す
人
が
い
た
ら
、
同
じ
畜
産
関

係
で
『
お
互
い
様
』
と
言
え
る
友
達
を

た
く
さ
ん
作
っ
て
い
た
方
が
良
い
よ
」

と
未
来
の
後
輩
た
ち
へ
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
川
原
さ
ん
。

　

そ
ん
な
川
原
さ
ん
に「
農
業
と
は
？
」

と
伺
う
と「
日
本
の
食
を
支
え
る
こ
と
」

と
力
強
く
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

佐多支所管内佐多支所管内

川原　慎之介 川原　慎之介 さんさん
昭和61年３月３日生昭和61年３月３日生’94 年７月号表紙
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